
■
二
０
一
二
年
度
活
動
報
告 

 

 

報
告
書
に
基
づ
き
福
島
書
記
長
が

二
０
一
二
年
度
の
活
動
報
告
を
行
な

い
ま
し
た
。
主
な
報
告
事
項
で
は
、 

◆
一
月
十
六
日
に
田
島
委
員
長
が
逝

去
さ
れ
、
翌
日
一
月
十
七
日
に
行
な
っ

た
緊
急
執
行
委
員
会
に
て
、
『
規
約
に

基
づ
き
菊
池
副
執
行
委
員
長
が
、
残
り

の
任
期
で
あ
る
一
年
八
ヶ
月
間
、
執
行

委
員
長
代
行
に
な
る
事
』
が
決
定
し
ま

し
た
。
規
約
上
、
任
期
期
間
内
は
新
た

に
役
員
を
選
出･

補
充
す
る
事
が
出
来

ま
せ
ん
の
で
第
三
十
七
期･

三
十
八
期

は
現
状
の
五
名
の
執
行
部
体
制
で
運

営
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
共
済

組
合
に
お
い
て
も
、
共
済
組
合
緊
急
理

事
会
に
て
福
島
事
務
局
長
が
理
事
長

代
理
に
就
任
し
、
菊
池
理
事
が
事
務
局

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
第
五
回
団
体

交
渉
に
て
日
本
交
通
の
林
専
務
取

締
役
が
出
席
し
『
正
乗
務
員
一
人
一

律
二
万
円
、
定
時
制
乗
務
員
一
人
一

律
一
万
円
』
と
い
う
回
答
が
出
さ
れ

『
タ
ク
シ
ー
事
業
法
が
制
定
さ
れ

れ
ば
、
そ
の
時
は
真
剣
に
協
議
し
た

い
』
と
労
働
者
負
担
の
撤
廃
に
向
け

前
進
す
る
姿
勢
を
表
明
し
た
の
で
、

不
満
は
残
り
ま
す
が
妥
結･

調
印
に

至
り
ま
し
た
。
今
後
も
労
働
者
負
担

の
撤
廃
、
そ
し
て
タ
ク
シ
ー
事
業
法

の
制
定
に
向
け
力
強
く
運
動･

要
求

し
て
い
き
ま
す
。 

 

■
二
０
一
二
年
度
決
算
報
告･

会
計

監
査
報
告 

 

 

続
い
て
菊
池
財
政
部
長
よ
り
「
二

〇
一
二
年
度
決
算
報
告
」
が
行
な
わ

れ
「
会
計
監
査
報
告
」
を
斉
藤
和
志

氏
が
行
な
い
ま
し
た
。 

 

活
動
報
告･

決
算
報
告
に
対
し
て

次
の
様
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

●
特
別
会
計
の
組
合
旅
行
補
助
金

で
す
が
、
参
加
し
た
人
数
も
記
載
し

て
報
告
し
て
頂
き
た
い
。
組
合
旅
行

に
参
加
し
や
す
く
す
る
事
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
上
で
組
合

員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
事
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。 

（
執
行
部
）
詳
細
は
報
告
書
の
文
体

報
告
に
て
記
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、

組
合
旅
行
は
二
十
一
名
の
方
が
参

加
し
て
い
ま
す
。 

長
に
就
任
す
る
事
が
決
定
し
ま
し

た
。 

◆
年
末
年
始
問
題
で
は
、
労
使
協
議

会
に
て
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
（
車

内
撮
影
が
可
能
な
矢
崎
製
）
を
全
車

装
着
す
る
事
を
要
求
し
、
三
月
か
ら

随
時
導
入･

設
置
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
首
都
高
速
の
距
離
別
料
金

制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
首
都
高
速
帰

路
料
金
会
社
負
担
に
つ
い
て
協
議
を

行
な
い
、
川
口
線･

三
郷
線･

湾
岸
線

の
九
百
円
負
担
を
要
求
し
ま
し
た
が

『
営
業
圏
内
ま
で
の
帰
路
料
金
会
社

負
担
』
と
い
う
経
営
の
回
答
を
得
て
、

都
心
環
線
ま
で
帰
路
利
用
し
た
場
合

は
、
割
引
を
含
め
る
と
百
～
二
百
円

の
自
己
負
担
で
済
む
事
。
浦
安
や
加

賀
等
、
今
ま
で
会
社
帰
路
負
担
分
が

出
な
か
っ
た
帰
路
入
口
も
、
会
社
帰

路
負
担
が
出
る
様
に
な
る
事
を
評
価

し
、
不
満
は
残
り
ま
す
が
決
着
し
ま

し
た
。
た
だ
、
半
年
間
の
利
用
実
績
を

見
て
再
度
見
直
す
事
も
覚
書
に
記
述

し
て
い
ま
す
の
で
、
今
大
会
後
に
行

な
う
労
使
協
議
会
で
利
用
実
績
を
確

認
後
、
今
後
の
「
帰
路
料
金
会
社
負

担
」
に
つ
い
て
再
度
協
議
し
ま
す
。 

◆
今
期
の
春
闘
は
五
回
の
団
体
交
渉

と
数
回
の
二
役
交
渉
を
行
い
『
一
人

あ
た
り
年
間
十
一
万
五
千
円
程
あ
る

労
働
者
負
担
（
チ
ケ
ッ
ト
等
の
手
数

料
）
の
撤
廃
』
に
主
軸
を
お
い
て
交
渉

▲資格審査報告をする石井資格審査委員長（左）と祝辞を読み上げる高田書記（左） 

●
労
働
者
負
担
の
撤
廃
交
渉
は
、
チ

ケ
ッ
ト
等
種
別
毎
に
交
渉
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？
特
に
福
祉
券
に
つ

い
て
は
行
政
で
発
行
し
て
い
る
の
に

手
数
料
が
か
か
る
の
は
納
得
い
き
ま

せ
ん
し
、
電
子
マ
ネ
ー
や
ビ
ザ
等
の
チ

ケ
ッ
ト
も
他
の
無
線
グ
ル
ー
プ
で
も

使
え
ま
す
の
で
、
日
本
交
通
だ
か
ら
と

い
う
事
で
全
て
乗
務
員
負
担
に
な
る

の
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
部

分
で
、
撤
廃
に
向
け
て
交
渉
す
る
事
は

出
き
な
い
の
か
？ 

（
執
行
部
）
要
求
書
に
記
述
し
て
あ
る

通
り
、
カ
ー
ド･

チ
ケ
ッ
ト
や
福
祉
兼

等
、
種
別
毎
に
要
求･

交
渉
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
経
費
に
関
わ
る
部
分
は

乗
務
員
が
負
担
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
交
渉
の
手
段
と
し

て
種
別
毎
の
交
渉
も
行
な
っ
て
お
り
、

今
春
闘
で
は
、
二･

五
％
ず
つ
労
使
で

負
担
し
あ
う
事
も
提
案
し
ま
し
た
。 

●
ス
マ
ホ
配
車
で
、
交
差
点
の
中
や
マ

ン
シ
ョ
ン
の
中
に
旗
が
あ
っ
た
り
、
現

地
に
つ
い
て
無
線
室
に
問
い
合
わ
せ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
終
わ
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
様
に
非
常
に
困
惑
す
る

配
車
も
見
受
け
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る

時
間
保
証
が
な
く
困
る
。
ス
マ
ホ
配
車

の
件
数
及
び
乗
務
員
が
受
け
た
キ
ャ

ン
セ
ル･

空
転
が
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た

の
か
が
知
り
た
い
の
で
す
が
？ 

（
執
行
部
）
日
本
交
通
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
の
中
で
資
料･

デ
ー
タ
等
を
要

求
し
、
改
善
策
を
検
討
し
ま
す
。  

  

▲会計監査報告･斉藤会計監査 

労働者負担の撤廃に向けて！ 

組織拡大で要求を実現しよう！ 

▲活動報告を行なう福島書記長 

 

第三十八回  

東洋交通労働組合定期大会 

第２部 

▲質疑する組合員の方々 

裏
面
へ
続
く 


